令和４年度事業報告　

【公益社団法人幸田町シルバー人材センター】

Ⅰ　はじめに
　令和２年１月から日本を始め、世界中に広まった新型コロナウイルスの感染
は、ウイルスの変異を繰り返し、令和４年度に入っても感染拡大は収まること
はなく、緊急事態宣言やまん延等防止措置の発令により、日本経済に大きな影
響を及ぼしています。
　こうした状況下の中ではありますが、令和４年度の請負契約金額の総額は、
212,405千円で対前年度比2,509千円、1.0％の増となりました。受注件数は、
前年度△38件の1,429件で、就業延べ人数は45,112人日と前年度△1,313人
日という状況でした。
また、労働者派遣事業においては、新型コロナウイルスの影響が続いており
契約金額は11,046千円と前年度比96.2％という状況でした。
請負、労働者派遣事業の契約金額の合計は 223,451千円、受託事業収益の合
計は218,687千円と前年度比100.8％という状況でした。
　このことは、新型コロナウイルス感染拡大が続く中で、感染予防対策を講じ
ながら就業を続けてきた会員の熱意と努力によるものであります。
一方、会員拡大については、当センターの最重点課題と位置づけて、シルバーこうたの全戸配布、ケーブルテレビによるシルバー会員の紹介、会員増強月間の取り組み、会員紹介カードの活用や会員募集チラシのポスティングなどの入会促進を実施してきました。会員の高齢化が進んでいることもあり、加齢、本人の病気、家族の介護などの理由から退会者も一定数ありましたが、最終的には355名で、昨年度から6名の増となりました。
安全就業面では、傷害事故3件、損害賠償事故１件の計4件が発生しており
前年度比で2件の増となりましたが、草刈班の飛び石事故は令和２年度から引き続き0件を維持することができました。
シルバーの就業においては、何よりも安全が優先されるため、引き続き安全就業の推進に努めていきたいと考えています。
新型コロナウイルスの感染は、終息には至りませんが、感染者も大きく減少してきて
おり、社会経済活動が徐々に元に戻りつつある中、就業機会の開拓・拡大と入会促進を目標に掲げ、今後も「地域に喜ばれ、信頼されるセンター」を目指して各事業に取り組んでまいります。　

Ⅱ　事業実施報告　　

(１)  会員数増強を目標に向けた取り組み
令和４年度の会員目標数は、第２次事業推進５か年計画の目標である388名
　 を目標に定め、会員拡大の取り組みを次のとおり実施しましたが、65歳までの雇用の義務化や70歳までの雇用継続の努力義務化などにより、60歳代の入会者は減少しつつも、一定の新規入会者もあり、会員の高齢化や加齢などの理由から退会会員もありましたが、年度末会員数は昨年度から6名増の355名という結果になりました。
ア  入会説明会の毎月定期開催及び随時開催
イ 　「会員増強・拡大月間」を設定し、各会員から友人や知人に１人以上加入の呼
びかけを依頼
ウ　 会員紹介カードの活用による加入促進の実施
エ  会員募集を掲載したシルバーこうたの年2回発行
オ  三河湾ネットワークのケーブルテレビを活用したシルバーの普及啓発の実施
カ　　シルバーショップ「お花畑」の開設による入会機会の創出と退会抑制
キ　　会員募集チラシの全戸配布及び拠点地域へのポスティングの実施
　（入退会会員数）
	項　 目
	令和４年度
	前年度
	前年度比

	入会会員数
	  43人
	46人
	△3人

	退会会員数
	37人
	71人
	△34人

	増減数
	6人
	△25人
	－　

	年度末会員数
	355人
	349人
	6人



（２）　相談事業の実施
高年齢者の雇用、就業に伴う相談窓口を常設し、入会希望者や地域住民、発注
希望者等の方からの相談に対応しました。

（３）　就業機会の確保と組織的提供（請負・委任）の推進
ア　就業開拓推進員を配置しましたが、定期的な企業訪問等ができずに、仕事の新規受注や開拓までには至りませんでした。
イ　就業機会を確保し、就業を希望する会員に就業情報を提供しました。
ウ　就業機会拡大のため、幸田町を始め関係行政機関、（公社）愛知県シルバー人材センター連合会（以下「県シ連」という。）等との連携を図り、適正な事業運営の推進・改善を図りました。　
（契約金額等の実績）
	項　目
	令和４年度
	前年度
	前年度比

	就業延人数
	45,112人日
	46,425人日
	　　　　　　97.2％

	契約金額
	212,405千円
	209,896千円
	　　　　　101.2％

	配分金額
	180,801千円
	179,369千円
	     　100.8％　　　　　　 


（４）　指定管理事業の実施
令和3年度から始まった幸田町高齢者生きがいセンター及び幸田町高齢者ふれ
あいプラザの指定管理が2年目になりました。両施設とも新型コロナウイルス感染症の中ではありましたが、感染予防対策を講じながら利用を再開したことにより、前年度を大きく上回る利用がありました。
（指定管理業務の収支状況）
	施設名
	幸田町高齢者
生きがいセンター
	幸田町高齢者
ふれあいプラザ

	収入（町委託料）
	5,302千円
	3,542千円

	支出（経常経費）
	4,916千円
	3,639千円

	差　引
	386千円
	△97千円

	[bookmark: _Hlk511383564]令和４年度利用者数
	8，314人
	3，785人

	前年度利用者数
	4，010人
	1，117人

	前年度比
	207.3％
	338.9％


　
（５）　有料職業紹介事業の実施
会員からの就職希望等の相談もなく、実績はありませんでした。
　
（６）　労働者派遣事業の推進
シルバー事業における高年齢者の多様な働き方のひとつとして、県シ連を派遣元
として、幸田町事務所を開設して労働者派遣事業を実施しました。新型コロナウイ ルス感染拡大により、企業活動の回復が思うように進まず、新規受注は、公共の１件のみで、契約金額等は前年度比96．2％となりました。
ア　全シ協の補助事業である「高齢者活用・現役世代雇用サポート事業」を活用し、
派遣事業の推進を図りました。
イ　派遣先事業所は、５事業所と契約が交わされたが、新規の民間事業所はありませんでした。
ウ　派遣事業の適正な運用を図るため、担当者が県シ連主催のシルバー派遣事業定例連絡会議にオンライン参加しました。
（契約金額等の実績）
	項　　目
	令和４年度
	前年度
	前年度比

	登録会員数
	　　　　　　　　56人
	　　　　　　　　55人
	　　　　　　　　1人

	 受注件数
	　　　　　　　18件
	　　　　　　　　13件
	　　　　　　　　5件

	　就業延人数
	　　　1，788人日
	　　　　1，833人日
	　　　　　　97.5％

	　契約金額
	　　　11，046千円
	　　　11，478千円
	　　　　　　96.2％

	　受託収益
	1, 195千円
	     1，054千円
	　    　113.4％



（７） 介護予防・日常生活支援総合事業の推進
　 　 介護予防・日常生活支援総合事業については、事業開始5年目となりました。
令和４年４月から地域包括支援センターが北部、中部、南部地区と３分割されたこともあり、高齢者へのきめ細かな相談体制が整う中で、利用者及び契約金額も前年度から増加しており、今後も地域包括支援センターとの連携を進めていきます。
　（利用実績）
	項 　目
	令和４年度
	前年度
	前年度比

	利用者数
	13人
	11人
	　　 　　118.2％　

	就業延べ人数
	665人
	459人
	　　　　144.9％ 

	契約金額
	1，576千円
	1，115千円
	　　　 　141.3％ 



(８)　シルバーショップ「お花畑」等独自事業の実施状況
　　　 当センターの独自事業として、刃物研ぎ、シルバーショップ「お花畑」などを実施しています。刃物研ぎ、お花畑の売り上げは、概ね安定しています。
	項　　目
	令和４年度
	前年度
	前年度比

	刃物研ぎ
	150千円
	156千円
	　　　    96.2％ 

	お花畑
	1，495千円
	1，602千円
	93.3％ 



(９) 見守り配食事業の実施状況
　　  一人暮らし高齢者や障がい者世帯等へ夕食を配達しながら見守り、安否確認をする「見守り配食事業」を幸田町社会福祉協議会から委託を受けて、令和２年度から実施しています。令和４年度途中から、利用者が大幅に増えており、会員への配分金額も増えています。地域福祉貢献としての事業目的は意義あるものですが、センターの負担軽減が課題としてあります。
	項　目
	令和４年度
	前年度
	前年度比

	利用者数
	439人
	213人
	　　　　　206.1％

	配食数
	6，027食
	2，643食
	　　　　　228.0％

	配分金額
	1，115千円
	489千円
	　　 　　228.0％



（10） 安全・適正就業の推進及び就業機会につなげる講習会等の開催状況
会員の安全意識向上・事故防止及び就業機会と会員拡大につなげるための講習会等を開催しました。令和4年度も国のデジタル活用支援推進事業を活用して会員及び一般高齢者のICT活用支援のためのシニア向けスマホ教室を開催しました。

（講習会等開催状況）
	　講習会等名
	　　　　開催日
	　　　　　場　　所
	　参加者数

	草刈安全講習会
	令和4年6月23日　
9月7日・11月7日
	会員就業先
	会員7名

	つまみ細工講習会
	令和4年10月17日
24日・31日
	高齢者生きがいセンター
	一般18名

	剪定講習会
	令和5年2月15日
	高齢者生きがいセンター
	会員　8名
一般12名

	シニア向けスマホ
教室
	令和4年10月6日～令和5年1月19日
	高齢者生きがいセンター
21回開催
	会員40名
一般33名



（11）　調査研究事業の実施
センター事業発展のために企業、行政等との調整を行い、新規受注及び会員の就業機会につなげました。
ア　町内企業等からの新規受注相談等に対応し、受注可能な仕事は、センター会
員へ就業機会を提供しました。
イ　令和5年度の配分金基準単価見直しのため、西三河ブロック管内シルバー人材センターの配分金単価等を調査しました。
ウ　先進地シルバーの視察研修会については、新型コロナウイルス感染拡大から昨
年度に続き、本年度の開催は見合わせました。
　　エ　インボイス制度に的確に対応できるようにするため、西三河ブロック管内シルバー人材センターの対応方針を調査しました。

（12）　安全・適正就業の推進
会員の安全かつ適正な就業が課題となっており、会員の安全意識の向上,作業中の事故防止、就業形態の適正化を図るために各種事業を実施しました。
ア　令和４年度安全・適正就業実施計画の策定
イ　安全・適正就業委員会の開催（3回）
ウ　安全・適正就業委員による現地パトロール指導（4回）
エ　草刈作業マニュアルの作成、配布
オ　安全就業のための講習会(草刈安全講習会・剪定講習会)の実施
カ　会員就業先80箇所への熱中症パトロール実施
キ　県シ連主催「安全・適正就業研修会」に参加
ク　各職班での就業前ミーティングで安全就業・事故防止を指導

（13）　当センターの活動等において周知を図る事業の推進
当センター事業の発展には、会員の増強が不可欠であるため、シルバー人材
センターの理念、活動を町民及び関係者に広く周知し、会員確保を図るべく積極
的な普及啓発に努めました。
ア　三河湾ネットワークケーブルテレビのシルバーの活動紹介「幸田発ハツラツさん紀行」の取材に協力しました。
イ　機関紙「シルバーこうた」を年2回発行し、シルバーの情報発信、普及啓発に努
めました。
ウ　インターネットのホームページを適時更新し、情報発信に努めました。
エ　三河湾ネットワークケーブルテレビにおいて、会員のボランティア活動や４０周年
記念式典の取材放映を働きかけました。

（14）　ボランティア活動を通して地域社会に貢献
地域社会への貢献と当センターの普及啓発を目的に会員の協力を得て、ボラン
ティア活動を実施しました。
　　　（ボランティア活動実施状況）　　
	活動名称
	開催日・場所
	参加人数等

	「秋の全国交通安全運動」の街頭啓発
	令和4年9月21日
相見地区交差点周辺
	会員35名
職員　6名

	町内小中学校へ雑巾寄附
	令和4年11月21日
北部中学校、坂崎、幸田、中央、荻谷小学校
	作成会員　49名
作成雑巾330枚

	清掃ボランティア活動
	令和４年12月6日
幸田中央公園周辺
	会員24名
職員 6名



（15）　外部監査の受け入れ
高齢法に基づく、当センターの公益法人としての適正な事業運営及び補助金の
適正執行及び事業運営監査・指導等を次のとおり受け入れました。
	監査等の名称
	開催年月日
	場所等

	愛知県シルバー人材センター連合会指導事業
	令和4年8月12日
	高齢者生きがいセンター

	幸田町事務監査（福祉課）
	令和5年3月7日
	高齢者生きがいセンター



（16）　総会・理事会等の開催
　　　　当センターの事業推進・運営のため、次のとおり会議等を開催しました。
　　　（会議等開催状況）
	会議名
	開催日
	開催回数

	決算監査会
	令和4年5月9日
	1回

	定時総会
	令和4年6月21日
	1回

	理事会 (文書報告除く)
	原則毎月開催
	10回

	総務広報委員会
	令和4年6月8日他
	2回

	就業開拓・会員増強委員会
	令和4年6月14日　
	1回

	安全・適正就業委員会
	令和4年7月6日他
	3回



（17）　記念事業の実施
　　　　本年度、当センターが設立４０周年を迎えるため、設立４０周年記念式典を開催し、多くの会員の方に参加頂きました。
	式典名
	開催日
	場　　　所

	設立40周年記念式典
	令和4年12月10日
	幸田町民会館つばきホール



